
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         平成19年度 吹田市地域防災総合訓練 

 

 

 

 

 

 

 

火災のない明るい吹田市を築きましょう 

 
 

発   行 

吹田市防火連合会 

吹 田 市 江 坂 町 1 丁 目 ２ １ － ６ 

吹田市消防本部内 

電話（06）6１９３-0１１９(代表) 

 

 
 

平成１９年（’0７）10／25 

第５６号 
火事と救急は 

局番なし119番 

平成1９年度全国統一防火標語 

『火は見てる あなたが離れる その時を』 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

役  職 氏  名 事 業 所 名 等 所  属 

相 談 役 阪 口善雄 吹田市長  

〃 廣 瀬  茂 吹田市消防長  

会   長 堀 田  稔 ㈱堀田工務店 建・会長 

副 会 長 市川盛壽 豊津振興市場協同組合 公・会長 

会計監査 竹中  豊 竹中管工㈱ 建・副会長 

会 員 田 中  進 栄電気㈱ 建・副会長 

〃 岩 本光正 岩本工業㈱ 建・副会長 

〃 小 上元武 ㈱住研 建・副会長 

〃 赤 坂  曻 
吹田市千里市場商店会 

協同組合 
公・副会長 

〃 石 井章雄 サニーストンホテル 公・副会長 

〃 木 村友彦 クラブ・アルドーレ 公・副会長 

〃 秀 島教文 
アサヒビール㈱ 

吹田工場 
工危・会長 

〃 平 野紀正 
大日本インキ化学工業㈱

吹田工場 
工危・副会長 

〃 川 村  淸 ㈱日本触媒吹田工場 工危・副会長 

〃 日 向  伸 山文油化㈱吹田工場 工危・副会長 

〃 石森康一郎 
㈱ＮＥＯＭＡＸ 

マテリアル 
工危・副会長 

〃 阪 本  緑 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（上山手） 
家・会長 

〃 竹 内揚子 
吹田市家庭防火クラブ 

連絡協議会（藤白台） 
家・副会長 

          吹田市防火連合会の皆様

並びに関係各位におかれま

しては、益々ご清祥のことと

お喜び申し上げます。 

また、平素は本会の事業

推進にご支援ご協力を賜り 

厚くお礼申し上げます。  

私は、このたび、吹田市防火連合会会長の重責

を担うこととなりました。もとより微力ではござ

いますが、前会長の秀島様同様、皆様のご指導、

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、今年の夏の暑さも昨年以上に厳しく、大

阪で開催された世界陸上でも予想以上の暑さから

か、日本選手の活躍が期待されながら、思ったよ

うな成績が残せませんでした。 

一方、災害状況に目を向けてみますと、今年に

入って早々、宝塚市のカラオケボックス火災で多

数の死傷者が発生し、当市におきましても観光バ

スの横転事故やゴールデンウィーク中の遊戯施設

における事故など痛ましい事故が発生しました。 

自然災害につきましても西日本において梅雨前

線及び台風による大雨が発生したほか、３月の能

登半島地震や７月の新潟県中越沖地震などで多く

の被害が発生しています。 

こうした災害時の被害を減少させる基本は、国

民一人ひとりや地域、事業所、行政それぞれの防

災力の向上とともに相互の連携が必要であり、事

業所が果たす役割も益々、重要性を増しています。 

吹田市防火連合会におきましては、今後も消防

本部とのパートナーシップを基本として、企業内

の訓練や防災教育といった事業の推進を図ってま

いりたいと考えております。 

最後になりましたが、皆様方のご健勝ご多幸を

心から祈念申し上げ、就任のご挨拶とさせていた

だきます。 

吹田市防火連合会

会長 堀田 稔 

  ◎吹田市防火連合会名簿◎ 

 

  

 

※建……吹田市建設業防火協会 

 公……吹田市公衆集合場防火協会 

工危…吹田市工場危険物防火協会 

 家……吹田市家庭防火クラブ連絡協議会 

※敬称略 吹田市防火連合会会長就任ご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆危険物安全講演会◆ 

平成19年６月５日（火）、吹田市消防本部８階研

修室において、株式会社カネカ高砂工業所の山添政

光氏に講師をお願いし、「企業における保安防災・

安全衛生活動」と題した講演会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演中の山添氏 

◆幼年消防クラブ結成◆ 

市内で18、19番目の幼年消防クラブとして吹田市立千里第二幼稚園と吹田市立吹田南幼稚園に幼年消防

クラブが結成され、平成19年６月14日（木）と６月29日（金）の両日に職員と園児に佐々木西消防署長

を通じて消防本部から法被（ハッピ）が、吹田市防火連合会からペナントが贈呈されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千里第ニ幼稚園幼年消防クラブ                  吹田南幼稚園幼年消防クラブ 

住宅用火災警報器の不適切な訪問販売等にご注意ください！ 
・消防職員が住宅用火災警報器を販売することはありません！ 

・業者による点検の必要もありません。 

・既存住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化されるのは、 

吹田市では、平成２３年６月からです。 

（新築住宅には、平成１８年６月から義務化されています。） 

お問い合わせ／南消防署（６３１７－０１１９） 北消防署（６８７２－０７６６） 

       西消防署（６３８４－０１５１） 東消防署（６８７６－９１１９） 

       

 

ご注意！ 

消防署のほう
．．

から
．．

来ました。 

設置しないと罰金ですよ。 

・・・ですよ。・・・ですよ。 

◆優良事業所表彰◆ 

平成19年６月15日（金）、大阪市中央区のKKRホ

テルオオサカで行われた大阪府危険物安全大会で優

良危険物関係事業所として吹田市工場危険物防火協

会所属の株式会社ＮＥＯＭＡＸマテリアルが表彰さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰を受けた㈱ＮＥＯＭＡＸマテリアルの源羽氏 



  

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

   

                                                                                                 

地震による被害を最小限に食い止めるには、地震発生直後において迅速に初動体制を確立

し、的確な防災活動を実施することが必要です。 

吹田市では、平成 19 年９月４日（火）に吹田市地域防災計画に基づく地震災害応急対策と

しての情報収集・緊急連絡、ライフラインの復旧、初期消火、人命救助及び緊急交通路の確保

等の訓練とあわせて、風水害応急対策としての水防訓練を実施しました。 

訓練は、「平成 19 年９月４日（火）午前８時 00 分に上町断層を震源とするマグニチュード

6.9の直下型地震が発生し、吹田市全域で震度６強、一部地域では震度７の大地震に襲われた。」

という想定で、吹田市藤白台５丁目の千里北公園蓮間池東部において参加機関 25 機関、参加

人員 750 名により実施されました。 

住民自らが防災用資機材を活用して倒壊家屋から負傷者を救出後、

可搬式小型動力ポンプを活用した初期消火訓練を行いました。 

【倒壊家屋からの初期救助訓練及び初期消火訓練】 

避難所に避難し

た避難者に対して

吹田市家庭防火ク

ラブや防災ボラン

ティアによる食料

及び飲料水の供給

訓練を行いまし

た。 

【食料供給・給水訓練】 
可搬式小型動力

ポンプにより消火

活動を行うととも

に、大口径ホース

を使用した遠距離

送水による消火活

動及び延焼防止活

動訓練を行いまし

た。 

【消火訓練及び延焼防止訓練】 

【水防工法訓練】 
決壊の恐れのある堤防に対する

水防工法訓練を行いました。 

初期救助訓練（山五地区自治連合

協議会） 

初期消火訓練（青山台地区防災対

策委員会２・３丁目消火班） 
漏水に対する「月の輪工法」を

行う吹田市消防本部・消防団 

食料供給訓練に参加した吹田市家

庭防火クラブ 

消火・延焼防止訓練を行う吹田市

消防団 

平成１９年度 吹田市地域防災総合訓練 

除染区域 

WARM ZONE 

災害現場 応急救護所 

負傷者引継ぎ 

（汚染区域→除染区域） 

化学物質流出災害 現場区分概念の一例 

 

除染（シャワー）後、負傷者引継ぎ

（除染区域→非汚染区域） 

風向 

汚染区域 

HOT ZONE 

非汚染区域 

COLD ZONE 

応急救護所へ負傷者を

搬送 

汚染区域から除染区域

へ負傷者の引継ぎ 

除染区域内の負傷者の

除染作業 
汚染区域内での救出活動 

非汚染区域の救急隊へ

負傷者の引継ぎ 
汚染区域から救出され

た負傷者の除染作業 

汚染区域←→除染区域 

 

除染シャワー 

今年度、新たに取り入れられた

訓練で、化学物質の流出等により

発生した多数負傷者を救出し、応

急救護所へ搬送する訓練です。 

汚染区域（HOT ZONE）と除染区

域（WARM  ZONE）を設定し、災害

現場を含む汚染区域には、化学防

護服を着た隊員が進入し、救助活

動を行います。 

除染区域では、簡易防護服を着

た隊員が活動し、化学物質を洗い

流す除染シャワーを設定し、汚染

区域から救出された負傷者を引継

ぎ、除染シャワーで除染した後、

非汚染区域（COLD  ZONE）の救急

隊に引継ぎます。 

【化学物質の流出等による多数負傷者に対する救助及び応急救護訓練】 



『新幹線新大阪へ４分、大阪空港へ15分』をキャッチフレーズに地下鉄

江坂駅前にオープンしたのが、昭和52年２月、早30年……。 

当時の江坂は高い建物も少なく、周りはまだまだ田んぼがあちこちと広が

り、南に目をやれば梅田のビル街、北に目をやれば緑におおわれた美しい箕

面の山々をどこからでも望むことができ、田舎と都会が同居しているような

不思議な感覚を与えてくれる町でした。 

当ホテルは商都大阪の大動脈、地下鉄御堂筋線江坂駅１番出口、目の前に

位置し、ホテルより新大阪へ４分、梅田へ９分、難波へ20分……、大阪空

港へは車で 15分、北大阪急行、大阪モノレール利用で 25分、車でお越し

のお客様も名神高速道路吹田及び豊中インターチェンジより10分前後、 

多くのお客さまの生命と財産をお守りしなければならない宿泊施設としましては、防火意識の向上ととも

に、自主点検、訓練にも積極的に取り組んでいかなければなりません。当ホテルは、防火優良認定証を交付さ

れていますが、更に今後も来館されるお客様の安全を第一に防火管理に努めてまいりたいと思います。 

館内レストランのご案内 

１Ｆ：カフェ＆バー「プロント」、とんかつ「がんこ」、中華レストラン「またきてや」 

２Ｆ：しゃぶしゃぶ＆麺「佐七」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所訪問 

客室シングルルーム           会議室          ２Ｆしゃぶしゃぶ＆麺「佐七」 

 

中国自動車道、近畿自動車道にも近く、まさに交通の要所にあり、ビジネスはもとより、京都、奈良、神戸へと

広がる観光の拠点としてもご利用いただいております。 

館内には多目的に利用できる大、小の会議室の他、各種料飲施設もあり、便利な駅前の立地を生かした会議、

展示会、宴会などの会場として、またお待ち合わせ、ご会食の場として、ご利用下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆たそがれコンサート◆ 

平成19年８月17日（金）、豊中市新千里東町の千里セ

ルシー広場において、吹田市消防音楽隊と豊中市消防音

楽隊合同の演奏会が開催されました。この合同演奏会は、

地域の方々に夏の夕べをブラスバンドの演奏で楽しんで

いただくために、吹田市25 名、豊中市25 名の音楽隊員

が合同で行ったもので、オープニングの「バックドラフ

ト」からアンコール曲の「おどるポンポコリン」まで８ 

曲を演奏し、盛大な拍手が贈られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たそがれコンサートの様子 

◆市民表彰◆ 

【救助活動】 

人命救助 

   平成19年７月３日（火）に吹田市東御旅町の神

崎川高浜橋下で発生した水難事故において迅速的

確な救助活動を実施し、人命を救助した功績。 

   大阪市東淀川区   井上多鶴美 さん 

      〃      中畠慎之介 さん 

   吹田市東御旅町   西 原  優 さん 

   吹田市山田西３丁目 横 田 敬 志 さん   

【救急活動】 

救急処置 

   平成 19 年５月27 日（日）に吹田市山田北の吹

田市立武道館で発生した運動競技事故において心

肺停止患者にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用

いた除細動を実施し、心拍を再開させて救急隊に

引継いだ功績。 

   川西市久代１丁目   吉 瀧  崇 さん 

   豊中市城山町１丁目  辻 井 一 恵 さん 

◆吹田まつり◆ 

平成19年７月28日（土）、29日（日）の両日、毎年恒

例の吹田まつりが開催され、７月29日（日）の本祭りに

は、旭通りにおいてパレードが行われました。吹田市家

庭防火クラブ連絡協議会の会員84名も消防音楽隊に続い

てパレードを行い、家庭防火をアピールしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田まつりのパレード 

◆消防フェスティバル◆ 

平成 19 年８月25日（土）に山田中学校区地域教育

協議会が主催した第７回山田の夏まつりへ東消防署が

消防フェスティバルとして参加しました。 

夏まつりには多くの市民が集い、消防音楽隊の演奏

のほか消防車両展示、起震車の体験乗車、プリクラ・

コーナー、心肺蘇生法体験などの各コーナーが賑わい

を見せました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順番待ちの列ができたプリクラ・コーナー 



 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大阪府消防協会三島地区支部総合訓練◆ 

 
 

◆第 36回消防救助技術近畿地区指導会◆ 

平成19年７月28日（土）、東大阪市三島の大阪市消防学校で第36回消防救助技術近畿地区指導会が開催されました。 

この指導会は、救助隊員が日頃の訓練成果を披露し、救助技術の向上を図り、消防救助活動を通じて住民の負託に応

えることを目的に開催されるものです。 

吹田市からは、ロープブリッジ救出訓練に２チーム、障害突破訓練に２チームが出場し、ロープブリッジ救出Ｂチー

ム（１番員：今井、２番員：國澤、３番員：原田、要救助者：森田（友）の各消防士）が所要時間45.62秒で47チーム

中２位に入賞し、平成19年８月22日（水）に東京都江東区の東京消防庁夢の島消防訓練場で開催された第36回全国消

防救助技術大会に出場しました。 

【ロープブリッジ救出訓練】 
要救助者を含む４名１組で行う訓練で、２名の隊員が

20 メートル離れた塔の間に設定されたロープを渡り、残

った１名が要救助者をけん引、救出した後、２名が脱出

するまでの安全確実性と所要時間が評価されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救助ロープを搬送する２番員（先頭が吹田市） 

【障害突破訓練】 
補助者を含む５名１組で行う訓練で、コース上に設け

られた高塀越え、梯子登はん、ロープ渡過、ロープ降下、

煙道通過といった５箇所の障害を協力してクリアし、ゴ

ールするまでの安全確実性と所要時間が評価されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高さ３メートルの高塀を越える隊員 

ロープブリッジ救出訓練では、吹田Ｂチームが２位に

入賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰式でメダルを授与された各隊員（左から森田（友）、

原田、今井、國澤の各消防士） 

近畿地区代表として出場した全国消防救助技術大会で

もロープブリッジ救出訓練で入賞を果たしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国大会でも入賞し、表彰状を授与された隊員（左から

今井、森田（友）、國澤、原田の各消防士） 

平成19 年８月19 日（日）高槻市桃園町で開催された（財）

大阪府消防協会三島地区支部総合訓練において吹田市消防団

206 名の代表として第１小隊が「各個訓練」の部に出場しまし

た。 

第１小隊は、吹一分団・吹三分団・千一分団の58名で構成さ

れ、消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプを有し、吹田市南部

地域を管轄しています。 

この日は、大会に向けて５月から市内３か所の訓練会場で 23

回に及ぶ訓練を実施した成果を発揮し、一糸乱れぬ動きを披露

しました。 
各個訓練を披露する吹田市消防団第１小隊 
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